
と砂浜
はみんなの財

みんな
で ろう 里 原

松と
砂浜はみんなの財産

みんな
で守ろう三里松原

た か ら
た か ら

松と
砂浜はみんなの財産

みんな
で守ろう三里松原

松と
砂浜はみんなの財産

みんな
で守ろう三里松原

2月16日(日)、三里松原でボランティア植樹が行

われました。200人以上の人が参加し、3,000本

の松の苗木が植えられました。

来年もこのボランティア植樹に多くのみなさん

の参加をお願いします。

2
640

25月 

平成15年



●
職
員
数
の
状
況(

表
1
・
表
9)

平
成
14
年
4
月
1
日
現
在
の
職
員

総
数
は
百
九
十
一
人
で
す
。

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
1
人
の
減

員
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
退

職
者
を
補
充
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

●
一
般
会
計
の
人
件
費
決
算
額
の

状
況(

表
2)

平
成
13
年
度
に
職
員
に
支
払
わ
れ

た
人
件
費
は
、
十
五
億
七
千
八
百
六

十
万
二
千
円
で
歳
出
額
の
17
・
9
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
こ
の
割
合
が
低
い
ほ
ど
財

政
的
に
健
全
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
平

成
12
年
度
の
率
は
全
国
類
似
団
体
の

率
と
比
較
し
て
も
低
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
平
成
14
年
度
給
与
費
の
状
況

(

表
3)

平
成
14
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

は
、
一
般
職
員
の
給
料
と
手
当
を
給

与
費
と
し
て
十
一
億
五
百
九
十
万
二

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
の
年
間
給
与
費
は
、

六
百
八
十
二
万
七
千
円
に
な
り
ま
す
。

●
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢

(

表
4)

町
職
員
の
平
均
給
料
月
額
お
よ
び

平
均
年
齢
を
国
家
公
務
員
と
比
較
し

て
い
ま
す
。

●
職
員
の
初
任
給
の
状
況(

表
5)

初
任
給
は
国
と
比
べ
て
や
や
高
い

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合(

表
6)

職
員
に
支
給
さ
れ
る
主
な
手
当
と

し
て
、
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
が
あ

り
ま
す
。
6
月
期
・
12
月
期
・
3
月

期
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
前
年
度
と
比

較
し
て
、
0
・
05
か
月
分
支
給
率
が

下
っ
て
い
ま
す
。

●
特
別
職
の
給
料
・
報
酬
な
ど
の

状
況(

表
7)

特
別
職
の
う
ち
町
長
・
助
役
・
収

入
役
・
教
育
長
・
町
議
会
議
員
に
は
、

給
料(

ま
た
は
報
酬)

と
期
末
手
当
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数

(

表
8)

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ
れ

る
「
給
料
表
」
は
、
仕
事
の
難
易
度

や
責
任
の
度
合
い
に
よ
り
、
1
級
か

ら
8
級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
で
は
、
今
後
も
行
政

事
務
の
効
率
化
や
組
織
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
的
・

計
画
的
な
行
政
改
革
の
推
進
と
、

簡
素
か
つ
公
正
を
基
本
と
し
た

行
政
運
営
に
努
力
し
な
が
ら
、

適
正
な
職
員
定
数
の
管
理
に
よ

り
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
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岡垣町職員の給与は、国や県に準じて町の条例・規則に定められていて、毎年町議会の予算審議を
経て人件費が決定され、職員に支給されています。議会における審議などを通じて公にはされていま
すが、より一層町民のみなさんにご理解いただくため、職員の給与や職員数などの状況を公表します。

表1 職員数の状況 (平成14年4月1日現在)表2 一般会計の人件費決算額の状況（金額：千円、率：％）

①一般行政職

②技能労務職

③税務職

④保育士

⑤企業職

⑥保健師・栄養士

129人

18人

15人

14人

8人

7人

①役場

②保育所

③小学校(給食)

④岡垣サンリーアイ

⑤公民館

⑥福岡県介護保険広域連合

⑦浄水場

⑧浄化センター

⑨社会福祉協議会

⑩東部出張所

⑪シルバー人材センター

142人

18人

14人

4人

3人

3人

1人

2人

2人

1人

1人

１．職種別職員数(総数191人)

２．施設別職員数(総数191人)

総数
191人

①67.5%

②9.4%

③7.9%

④7.3%

⑤4.2% ⑥3.7%

総数
191人

①74.3%

②9.4%

③7.3%

④2.1%

⑤1.7%
⑥1.7%
⑦0.5% ⑧1.0%

⑨1.0%
⑩0.5%
⑪0.5%

年 度

12年度

13年度

給料

664,534

職員手当

141,051

給 与 費

期末・勤勉手当

300,317

計 B

1,105,902

1人当り
給与費
(B/A)

職員数
Ａ

6,827

支出決算額(A)

7,926,311

8,800,092

人件費(B)

1,512,597

1,578,602

人件費率（B/A)

19.1%

17.9%

20.0

―

全国類似
団体の率

(注)①一般会計とは、町全体の予算から国保会計や老人保健会計などの特別
会計および水道事業会計を差し引いたものです。

②人件費には、町長や議員などの特別職に支給される給与または報酬、
一般職の職員に支給される給料や諸手当のほか、共済組合負担金、退
職手当、公務災害補償費などが含まれています。

③平成13年度の全国類似団体の人件費率は、まだ公表されていません。

(注)①本表には、特別会計および水道事業会計分は含まれていません。
② 手当には、退職手当および児童手当は含まれていません。
③ ( )は、再任用短時間勤務職員数を表します。

162
(0)

表3 平成14年度職員給与費の状況
（一般会計予算） （金額：千円）
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表8 一般行政職の級別職員数の状況 （平成14年4月1日現在）

表9 部門別職員数の状況 (平成14年4月1日)表10 平成14年の職員数の増減状況

表4 職員の平均給料月額と
平均年齢の状況 （平成14年4月1日現在）

表6 期末・勤勉手当の
支給割合 （平成14年4月1日現在）

表5 職員の初任給の状況
（平成14年4月1日現在）

岡垣町

国

区 分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額

361,900

332,052

平均年齢

42.1歳

40.4歳

平均給料月額

272,000

290,731

平均年齢

35.1歳

48.8歳

大学卒

高校卒

高校卒

一般行政職

技能労務職

岡垣町

181,400

151,800

151,800

区 分 郡内平均

181,400

151,800

151,800

国

174,400

141,900

139,000

区 分

6月期

12月期

3月期

計

岡 垣 町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

1.45月分
（0.7月分）

1.55月分
（0.9月分）

0.55月分
（0.3月分）

3.55月分
（1.9月分）

0.6月分
（0.3月分）

0.55月分
（0.3月分）

―
―

1.15月分
（0.6月分）

1.45月分
（0.7月分）

1.55月分
（0.9月分）

0.55月分
（0.3月分）

3.55月分
（1.9月分）

0.6月分
（0.3月分）

0.55月分
（0.3月分）

―
―

1.15月分
（0.6月分）

表7 特別職などの給料・
報酬の状況 （平成14年4月1日現在）

(注) ( )内は、再任用職員にかかわる支給率を表します。

(注) ( )内は、再任用短時間勤務職員を表します。

(注)町長などの４役の給料および議員報酬は、平成11年10月1日から適用し
ています。

(注) ( )内は、再任用短時間勤務職員を表します。また、再任用職員は含んでいません。

町 長
助 役
収 入 役
教 育 長

区 分

給

料

報

酬

給料・報酬月額(円) 郡内平均(円)

829,000
663,000
621,000
621,000

810,500
656,000
614,000
614,000

議 長
副 議 長
委 員 長
議 員

351,000
309,000
299,000
289,000

350,750
309,500
299,500
289,750

14年度職員数(人)

構成比(率)

13年度職員数(人)

構成比(率)

標準的な職務内容

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

主 事 補
技 師 補
司 書

主 事
技 師
司 書

課 長
課長補佐
参 事

主 任
司 書

係 長
主 査 課 長

2
(0)

1.6%
(0%)

2
(0)

1.6%
(0%)

5
(0)

3.9%
(0%)

6
(0)

4.7%
(0%)

4
(0)

3.1%
(0%)

3
(0)

2.4%
(0%)

33
(0)

25.8%
(0%)

30
(0)

23.4%
(0%)

15
(0)

11.7%
(0%)

20
(0)

15.6%
(0%)

48
(0)

37.5%
(0%)

47
(0)

36.7%
(0%)

9
(0)

7.0%
(0%)

5
(0)

3.9%
(0%)

12
(0)

9.4%
(0%)

15
(0)

11.7%
(0%)

128
(0)

100%
(0%)

128
(0)

100%
(0%)

3
57
15
29
12
10
2
11

9
10
4

139
(0)

28
28
(0)
167
(0)

23
(0)
190
(0)

3
58
14
29
11
10
2
11

9
10
7

138
(0)

28
28
(0)
166
(0)

26
(0)
192
(0)

3
54
15
28
15
9
2
13

8
11
7

139
(0)

26
26
(0)
165
(0)

26
(0)
191
(0)

3

△1

△1

1
(0)

△4
△4
(0)
△3
(0)

△3
(0)

1
△1

△1

3

△1
(0)

△1
(0)

3
(0)
2
(0)

△4
1
△1
4
△1

2

△1
1

1
(0)

△2
△2
(0)
△1
(0)

0
(0)
△1
(0)

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

水 道
下 水 道
そ の 他
(国保など)

小 計

小 計

小 計

普通会計計

合 計

教 育

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等
部
門

特
別
行
政
部
門

職員数(人) 対前年増減数(人)区 分
部 門 平成12年 平成13年 平成14年 平成12年 平成13年 平成14年

・総務部門付としていた新規採用職員を正式配属
したための減(△4)
・事務の統廃合による減(△1)
・自動交付機設置による窓口事務担当職員の減(△1)
・新規事業実施に伴う増(2)

・組織機構改革の事務見直しによる減(△2)
・組織機構改革の課新設による増(1)

・欠員補充による増(1)

・組織機構改革により公民館及び体育一般の見直
し(△2)
・退職者不補充による減(△1)
・人権教育関連事務見直しに伴う増(1)

・組織機構改革の課新設による増(4)

・退職者不補充による減(△1)

・組織機構改革により建築部門を増員(2)

・水道企業会計システム導入に伴う減(△1)

・農業・漁業集落排水事業業務量増加に伴う増(1)

26

1

4

2

1

1

土木

商工

教育

下水道

1

総務
企画

税務

衛生

民生 2

1農林水産

3

1水道

その他

議会

部 門 主な増減理由減員数 増員数

一
般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業

等

部

門
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1
、
委
託
す
る
業
務
は
、
調
理

業
務
・
後
片
付
け
業
務
と
そ
れ

に
付
帯
す
る
業
務
だ
け
で
す
。

学
校
給
食
の
工
程
は
、
①
献
立
の

作
成
②
物
資
の
購
入
③
食
材
料
の
検

収
④
調
理
⑤
検
食
⑥
給
食
⑦
後
片
付

け
の
7
工
程
で
す
。
そ
の
う
ち
、
調

理
と
後
片
付
け
部
分
を
民
間
委
託
し

ま
す
。
付
帯
す
る
業
務
と
は
、
調
理

と
後
片
付
け
に
付
帯
す
る
業
務
で
、

配
食
や
配
膳
室
へ
の
運
搬
、
食
器
な

ど
の
消
毒
保
管
、
施
設
・
設
備
の
清

掃
や
消
毒
、
日
常
点
検
な
ど
で
す
。

献
立
の
作
成
、
食
材
の
選
定
・
購

入
・
検
収
な
ど
は
、
今
ま
で
ど
お
り

教
育
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

2
、
給
食
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
各
学
校
の
調
理
室
で
調
理

し
、
提
供
し
ま
す
。

給
食
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
小

学
校
の
給
食
室
で
調
理
し
ま
す
。
い

つ
も
、
で
き
た
て
の
温
か
い
給
食
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
、
献
立
の
作
成
・
食
材
料
の

選
定
・
調
達
は
、
委
託
業
者
が

行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
教
育
委
員
会

が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
す
。

献
立
の
作
成
・
食
材
の
選
定
・
調

達
の
流
れ
は
、
民
間
委
託
に
な
っ
て

も
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
ど
お
り
学
校
栄
養
士
が
献

立
の
原
案
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
献
立
検
討
委
員
会
で
決

定
し
、
学
校
栄
養
士
が
食
材
の
選
定
・

発
注
を
行
い
ま
す
。

4
、
給
食
用
食
器
の
改
善
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
の
整
備
を
行
い
ま

す
。教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
の
学
校

給
食
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

年
次
計
画
で
給
食
食
器
の
改
善
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

5
、
環
境
に
配
慮
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
石
け
ん
を
今
後
も
使
い
ま

す
。保

護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望

の
多
か
っ
た
環
境
保
全
に
配
慮
し
た

廃
油
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
を

今
後
も
使
い
ま
す
。

6
、
集
団
給
食
調
理
の
経
験
を

有
す
る
優
良
な
受
託
業
者
を
選

定
し
ま
す
。

入
札
業
者
選
定
の
段
階
で
、
集
団

給
食
調
理
の
実
績
の
あ
る
業
者
を
選

定
し
た
う
え
で
、
細
部
に
つ
い
て
詳

し
く
盛
り
こ
ん
だ
仕
様
書
に
基
づ
き

入
札
し
ま
す
。

7
、
民
間
委
託
に
な
っ
て
も
、

給
食
の
質
は
低
下
さ
せ
ま
せ
ん
。

委
託
す
る
の
は
、
調
理
業
務
と
後

片
付
け
業
務
と
そ
れ
に
付
帯
す
る
業

務
だ
け
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
献

立
作
成
や
食
材
の
選
定
・
発
注
は
学

校
栄
養
士
が
行
い
ま
す
。
味
付
け
や

作
業
手
順
な
ど
も
、
学
校
栄
養
士
が

指
示
書
と
い
う
形
で
現
場
の
調
理
員

に
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
調
理
中
も
随

時
、
学
校
栄
養
士
が
調
理
場
に
入
っ

て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
現

場
業
務
責
任
者
を
通
じ
て
指
導
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
味
・
質
が
低
下

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

8
、
食
材
に
対
し
て
消
毒
薬
品

を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。食

材
は
流
水
で
3
回
洗
い
す
る
か
、

加
熱
処
理
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
民
間
委
託
に
な
っ
た
と
し
て

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
食
材
に
対
し
て

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
な
ど

町では、限られた財源の中で、効率的な行財
政運営を行うため、｢岡垣町第3次行政改革｣に
取り組んでいます。その行政改革の一環として、
“小学校給食調理業務の民間委託化”と、保護
者から要望の多い“中学校への完全給食導入”
をめざしています。
教育委員会では、学校給食の教育活動の一環

としての意義を踏まえ、事前に民間委託された
学校の視察や検討を十分に行いました。その結
果、小学校給食調理業務の民間委託化を実施し
ても、これまでどおり安全で質の高い給食を維
持し、さらに給食の充実が図られると判断しま
した。そして、昨年9月に“小学校給食調理業
務の民間委託化”と“中学校への完全給食導入”
についての学校説明会を町内7校すべてで開催し、
また広報などを通じて広くお知らせしました。
そのときに出された保護者からの意見などを

教育委員会で整理・検討し、1月22日から29
日にかけて2回目の学校説明会を町内7校すべ
てで開催しました。
その概要について町民のみなさんにお知らせ

します。

学校給食調理業務の民間委託化に向けて万全の体制でのぞみます
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の
消
毒
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
は
現

在
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
も

あ
り
ま
せ
ん
。

9
、
万
全
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
学
校
給
食
評

価
委
員
会(

仮
称)
を
設
置
し
ま

す
。教

育
委
員
会
で
、
学
校
給
食
評
価

委
員
会(

仮
称)

を
作
り
、
各
学
校
か

ら
保
護
者
の
代
表
も
入
っ
て
い
た
だ

き
、
定
期
的
な
試
食
会
な
ど
を
行
い
、

常
に
安
全
で
質
の
高
い
給
食
が
提
供

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
ま
す
。

10
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
対
応
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
行
い
ま
す
。

ア
ル
レ
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

対
応
は
、
民
間
委
託
で
も
こ
れ
ま
で

ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

保
護
者
か
ら
担
任
が
十
分
事
情
を

聞
き
、
学
校
長
、
学
校
栄
養
士
に
伝

え
、
学
校
栄
養
士
が
業
務
指
示
書
を

作
成
す
る
と
い
う
流
れ
で
行
い
ま
す
。

11
、
食
材
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
手
作
り(

手
切
り)

、
食
器
洗

い
も
手
洗
い
を
行
い
ま
す
。

調
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
現

行
水
準
を
維
持
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
現
在
調
理
員
が
行
っ
て
い
る
手

切
り
、
食
器
の
手
洗
い
な
ど
、
今
後

も
同
じ
よ
う
に
続
け
て
行
き
ま
す
。

ダ
シ
と
り
や
、
カ
レ
ー
ル
ー
も
こ
れ

ま
で
ど
お
り
手
作
り
で
す
。

12
、
調
理
員
と
子
ど
も
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
に
な
っ
て

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
調
理
員
が
行
っ
て
い
る
学

校
行
事
な
ど
へ
の
参
加
は
、
民
間
委

託
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
民

間
委
託
に
な
っ
て
も
給
食
感
謝
集
会

な
ど
子
ど
も
た
ち
と
の
(
ふ
れ
あ
い

の
場
)
を
設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

13
、
学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
万
全
の
体
制
で
臨
み

ま
す
が
、
仮
に
事
故
が
あ
っ
た

場
合
は
、
教
育
委
員
会
が
責
任

を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

調
理
業
務
を
委
託
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
に
給
食
を
提
供
し
た
責
任
は
、

あ
く
ま
で
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

万
全
の
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。
仮

に
何
ら
か
の
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
教
育
委
員
会
が
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

14
、
い
ち
ご
、
び
わ
、
み
か
ん

な
ど
地
場
産
物
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
給
食
用
食
材

と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
生
鮮
食
品

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
内
商

工
業
振
興
の
た
め
に
地
元
商
店

か
ら
購
入
し
ま
す
。

現
在
、
地
元
商
店
か
ら
購
入
し
て

い
る
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
生
鮮
食
品

と
、
学
校
給
食
会
か
ら
購
入
し
て
い

る
米
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね
ぎ
な
ど

の
納
入
割
合
は
、
6
対
4
程
度
で
す
。

今
後
も
安
全
・
安
定
供
給
・
低
価
格

を
基
本
に
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

15
、
民
間
委
託
を
実
施
す
る
学

校
は
、
開
始
前
に
試
食
会
、
開

始
後
に
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
民
間
委
託
に

つ
い
て
、
事
前
に
視
察
や
検
討
を
繰

り
返
し
、
問
題
な
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
民
間
委
託
を
実
施
す
る
学
校
に

つ
い
て
は
、
開
始
前
の
試
食
会
を
実

施
し
て
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
、
そ

の
こ
と
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
開
始
後
は
子
ど
も
た
ち
に
感

想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
給
食
の

安
全
性
、
味
、
質
な
ど
の
維
持
を
図

り
ま
す
。

16
、
中
学
校
に
完
全
給
食
を
導

入
し
ま
す
。

保
護
者
か
ら
の
強
い
要
望
と
生
徒

た
ち
の
食
生
活
の
実
態
を
重
視
し
、

中
学
校
に
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託

方
式
に
よ
る
完
全
給
食
を
導
入
し
ま

す
。
形
態
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
、

財
政
面
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
た

結
果
、
岡
垣
東
中
学
校
で
一
括
で
作

り
、
岡
垣
中
学
校
に
運
ぶ
親
子
式
を

採
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
へ



1月12日(日)、芦屋町総合運動公園グラウンド

で平成15年遠賀郡消防合同出初式が行われました。

各町全団員による行進に始まり、芦屋町消防団

による小隊訓練、岡垣町消防団によるポンプ車操

法と続き、最後に祝賀放水が行われました。また、

表彰式では、消防活動に貢献のあった団や団員が

表彰され、岡垣町からは次の人たちが表彰されま

した。

《日本消防協会定例表彰》

｢精績章｣○籏生秀未

《福岡県知事感謝状》

○川原雅人○石田辰博

《福岡県消防協会表彰》｢永年勤続｣

(45年)○高山虎之助 (25年)○竹井章

○占部力○木村正義○中村広志 (15年)

○梶原哲也 (10年)○安高祐治○広渡裕

次○能見靖○喜多村鉄弥｢優良団員｣○上

部太○花田新治○大庭勇二○松山佳宜○

吉田茂○岡嶋正人

《福岡県民火災共済組合理事表彰》｢分団表彰｣本部分団 ｢個人表彰｣○岩崎純治

《消防協会遠賀支部長・団長表彰》｢消防協会遠賀支部長表彰｣○横川修司○中山朝雄

｢消防団長表彰｣○市津裕敏○宮崎勝浩○吉田康彦○樋得龍哉○田中栄○早川篤志 【敬称略】

歯科医療をネパールへ
ネパールでの歯科医療協力活動

災害のない1年を願って
平成15年遠賀郡消防合同出初式

12月20日(金)から1月4日(土)まで

三浦喜久雄さん(高陽)がネパール歯科

医療協力16次隊の一員としてネパー

ルへ行かれました。これは人口2,000

万人に対し歯科医師が約100人しかい

ないネパールでの歯科医療協力活動を

行うためのものです。

三浦さんは｢現地では主に診察を行い、

どういった症状があるのかを通訳の人

を通して聞きながら治療を行いました。

短い滞在期間だから入れ歯などは作れ

なかったけど、歯を抜いたり、歯の穴

を埋めたりはできました。また、最近

では現地での歯科専門家の養成も行っています。機会があればもう一度ネパールへ行きたいです

ね。｣と力強く話してくれました。
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ホ
ッ
ト
な
情
報
をお

待
ち
し
て
い
ま
す



希望と勇気を持ち、強い意志で！
大野隆治選手歓迎のつどい
1月17日(金)に、岡垣中学校と吉木小学校で、

大野隆治選手歓迎のつどいが開かれました。子

どもたちは、野球や普段の生活のことなど、た

くさんの質問をして大野選手の話を熱心に聴き入っていま

した。両校の卒業生である大野選手の体験を聴く事で、今

の自分を振り返り、より高い目標を目指し、希望と勇気を

持って着実にやり抜く強い意志を持つことの大切さを感じ

る事ができた一日となったことでしょう。

花咲く季節が楽しみですね
菜の花を植えました
1月18日（土）に、岡垣町観光協会が景観事業の一環とし

て減反地を利用し、内浦で菜の花を植えました。内浦地区

のみなさんと岡垣町体育協会の協力のおかげで3,000本も

の菜の花を植えることができました。5月頃には、きれいな

花がたくさん咲くことでしょう。

2月1日(土)に福岡市民体育館で行われた第34回春の高校バレーボール福

岡県代表決定戦に、岡垣ジュニアバレーボールクラブ・岡垣東中学校女子

バレーボール部出身の前田裕美さん(緑ケ丘)が北九州高等学校女子バレーボ

ール部の一員として出場しました。前田さんは1年生ながらレギュラーとし

て活躍し、北九州高等学校は見事優勝しました。同校は東京の代々木体育

館で3月20日(木)から26日(水)まで行われる全国大会に出場します。

前田さんに全国大会出場の意気込みを聞いてみると、｢ジュニアのころか

らバレーボールが大好きでがんばってきました。チームワークで勝ちとっ

た全国大会。夢の代々木体育館で全力で戦ってきます。応援よろしくお願

いします！｣と元気よく話してくれました。
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若さでアタック！
第34回春の高校バレーボール全国大会出場
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図書館に行こうよ！
～サンリーアイ図書館～

出会い
ふれあい
学び愛

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報 宿題や課題が出たとき1

おもしろい本を読みたいとき5 ビデオを観たいとき6
図書館でやっている催しものに参加したいとき7

家族や友達との会話の中で知りたいことが出てきたとき2
自分で興味をもってくわしく知りたいことがあるとき3 新聞や雑誌を読みたいとき4

お は な し 会お は な し 会

北九州市や近隣(21市町村)の公立図書館等が、平成14
年4月から利用できるようになり、図書や資料などの貸し
出しも受けられるようになりました。
詳しくは、サンリーアイ図書館または利用したい図書館

へお問い合わせください。
広域利用ができる市町村一覧は、こちらのホームページ

をご覧ください。

http://www4.ocn.ne.jp/̃sanryai/library/library4.html

図書館利用カードを持っていると、図書は5冊まで2週間、

ＣＤやビデオは2点まで1週間借りることができます。

※図書館利用カードをつくるには、図書館利用申込書に名

前や住所などを記入して、名前と住所を確認できるもの(運

転免許証、保険証、生徒手帳など)と一緒に、図書館カウ

ンターで申し込みをしてください。

～赤ちゃんと一緒に絵本を楽しみましょう～

と き 毎月第2・4土曜日、
毎週日曜日
午後2時30分から約30分間

ところ 図書館内「おはなしのへや」

内 容 絵本のよみきかせや紙芝居
など

対 象 幼児から小学校低学年程度 絵本のよみきかせ

図書館

紙芝居

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク

赤ちゃんと保護者が「絵本」を介して肌のぬくもりを感じながら

〝温かくて楽しいことばのひととき〟を持つことを支援する運動

が〝ブックスタート〟です。

町では、平成14年4月よりこども未来課と岡垣サンリーアイ図

書館の共同事業として、7か月健診時に赤ちゃんにおすすめの絵本

などが入ったブックスタートパックを説明の言葉をそえて手渡し

ています。
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第128回

岡垣町食生活改善推進会
（ヘルスメイトの会）

～素朴な食材でモダンな一品に～

①大和芋とカニのグラタン
②パンの耳ケーキ

《①の材料 4人分》
○大和芋(250営)○カニ缶(70営)○ぎんなん
(12粒)○しめじ(100営)○Ａ＝だし汁(150cc)・
スキムミルク(大さじ6)・塩(小さじ1/4)○Ｂ
＝だし汁(400cc)・薄口しょうゆ(小さじ2)・
塩(小さじ1/4)○片栗粉(大さじ1/2)○水(大さ
じ1/2)○ゆず皮(少々)

《①の作り方》
① 大和芋は皮をむいてすりおろし、すり鉢
でよくする。
② ①にＡを徐々に加えながらなじませる。
③ ②にカニ缶のほぐし身と汁を混ぜ合わせ
る。
④ グラタン皿に③を適量入れ、ぎんなん・
カニ足を飾り250℃のオーブンの中段で約
10分焼く。
⑤ Ｂでしめじを煮て、水溶き片栗粉でとろ
みをつける。
⑥ 焼きあがったグラタンに⑤をかけて、千
切りゆずを飾る。

《②の材料 4人分》
○パンの耳(250営※5㌢に切る。)○牛乳(1カ
ップ)○卵(3個)○砂糖(80営)○Ａ＝レーズン
(1/2カップ)・シナモン(少々)・干し柿(3個※
種を出して8等分する。)○バター(大さじ1)
○サラダ油(適量)

《②の作り方》
① Ａをブランデーにつけておく。
② 材料を全部混ぜ、10分位おいてなじま
せる。
③ フライパンにバターとサラダ油を熱し、
材料を入れ平にする。
④ 火を弱めてフライパンにふたをして、
20分から30分焼く。裏返して10分焼く。

《ひとくちメモ》
千葉県佐倉地方は昔から自然薯の宝庫だっ

たが開発に伴ない減少し、代わって大和芋が
特産品となった。すりおろして生食が一般的
だが、手軽にオーブンで焼いて熱いうちに食
べてもおいしい。

１
、
近
年
の
結
核
罹
患
状
況(

表

参
照)

日
本
で
の
近
年
の
結
核
罹
患
状
況

を
み
る
と
、
若
年
者
の
罹
患
率
が
低

下
す
る
一
方
、
国
民
全
体
と
し
て
は
、

罹
患
率
が
下
が
ら
ず
一
定
の
流
行
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

高
齢
化
や
地
域
間
の
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
厚
生

労
働
省
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
受

け
、
全
員
に
一
律
に
健
康
診
断
を
行

う
方
法
か
ら
、
罹
患
者
に
対
し
て
個

別
に
集
中
し
た
対
策
を
図
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

２
、
学
校
に
お
け
る
今
後
の
結
核

予
防
対
策

①
全
学
年
に
対
し
、
結
核
を
疑
わ
せ

る
症
状
な
ど
に
関
す
る
問
診
を
行

い
、
あ
わ
せ
て
内
科
検
診
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
結
核
の
可

能
性
の
あ
る
児
童
・
生
徒
を
見
つ

け
出
す
。

②
結
核
対
策
検
討
委
員
会
な
ど
の
場

で
、
結
核
の
専
門
家
、
学
校
医
の

意
見
を
聞
い
て
、
検
査
や
経
過
観

察
を
実
施
す
る
。

３
、
家
族
み
ん
な
で
結
核
予
防

学
校
で
の
結
核
対
策
も
大
切
で
す

が
、『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
』

と
い
う
意
識
を
持
つ
事
こ
そ
、
充
実

し
た
生
活
を
送
る
第
一
歩
で
す
。

●
高
齢
者
な
ど
、
抵
抗
力
が
低
下
し

た
人
は
要
注
意

高
齢
者
で
特
に
若
い
こ
ろ
、

結
核
菌
に
感
染
し
、
が
ん

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
持
つ
人
に
結
核
の

発
病
が
目
立
ち
ま
す
。

●
こ
ん
な
症
状
が
続
い
た
ら
、

医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。《
結
核
の
5
大
症
状
》

(

絵
参
照)

●
乳
幼
児
に
は
、
生
後
3
か

月
か
ら
4
歳
未
満(

で
き

る
だ
け
１
歳
未
満)

の
間
に
、

「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
」を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
で
陰
性
の
場

合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種

を
す
る
と
、
子
ど
も
の
命

に
か
か
わ
る
重
症
結
核(

粟

粒
結
核
や
結
核
性
髄
膜
炎)

の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

結
核
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

症
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、

十
分
な
休
養
と
睡
眠
、
適
度
な
運
動

お
よ
び
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
を
実
践
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師

戸
栗
奉
弥

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報

結
核
に
関
す
る
最
新
情
報

〜
小
・
中
学
校
で
の『
結
核
予
防
対
策
』が
変
わ
り
ま
す
〜

結
核
予
防
法
施
行
令
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成
15
年
4
月
1
日
か
ら
小
・

中
学
校
１
年
生
に
対
す
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

が
中
止
に
な
り
ま
す
。

１人分の栄養量

献立
エネルギー
(kcal)

たんぱく質
(g)

脂質
(g)

カルシウム
(mg)

塩分
(g)

① 105 8.0 0.7 89 1.5

●年次別、年齢階級別結核罹患率 〈罹患(りかん)＝病気にかかること〉

45年37年

75.3

96.8

47.0

65.4

130.7

162.9

217.6

294.1

413.3

416.0

50年

20.0

19.9

13.7

32.8

70.2

78.5

115.3

175.5

252.6

312.5

55年

7.9

6.5

6.3

18.5

38.0

44.9

63.1

107.6

161.0

218.3

60年

5.4

3.5

3.9

12.6

28.1

29.9

42.7

78.3

122.7

183.8

平成5年

2.9

1.4

2.1

8.3

23.6

21.7

28.2

46.3

81.0

132.8

10年

2.0

1.1

1.3

6.5

20.7

19.4

23.5

35.3

56.3

105.2

13年

1.3

0.8

1.1

5.7

17.6

17.5

18.5

27.8

40.9

90.2

184.4

261.3

143.4

218.7

409.9

504.5

536.4

618.6

733.3

607.8

0～4歳

5～9

10～14

15～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70歳～

（人口10万対）（単位：人）

～昭和61年 結核登録者に関する定期報告、昭和62年～平成7年 結核・感染症サーベイランス（年報集計結果、平成8年～ 結核発生動向調査年報集計結果 ）

①せ き

②た ん
(①・②共に2週間以上続く)

③発 熱
(＊夜間のみ発熱する場合があります。)

④血たん

⑤胸 痛

他にだるさ、寝汗など

こんな症状に注意して－結核の5大症状－
じ ねんじょ
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露
天
湯
の
岩
も
浄
ら
に
初
明
り 神

谷
　
香
代 

焚
火
し
て
締
め
込
み
の
勢
子
出
番
待
つ 

久
留
美
智
子 

着
ぶ
く
れ
て
老
の
容
の
出
来
上
る 

中
村
　
鶴
子 

雑
踏
に
破
魔
矢
を
挙
げ
て
逢
ひ
に
け
り 

永
山
　
　
篁 

  

梅
の
香
の
真
只
中
や
昼
の
宴 

俵
口
　
勝
美 

下
萌
や
石
の
息
づ
く
都
府
楼
址 田

中
　
久
子 

粉
な
薬
は
じ
き
て
寄
す
る
春
の
宵 

外
村
　
次
子 

老
鍛
冶
の
寒
さ
に
飛
ば
す
火
花
か
な 

寺
田
タ
ツ
子 

  

航
跡
の
一
直
線
や
冬
に
入
る 

内
田
ふ
さ
ゑ 

鉱
口
は
昔
の
ま
ん
ま
山
眠
る 

戸
次
　
拓
治 

冬
怒
濤
わ
が
立
つ
大
地
引
き
て
退
く 

横
尾
　
叔
子 

初
御
空
雲
の
象
る
大
魚
か
な 

川
原
　
睦
子 

い
つ
も
来
る
紋
付
鳥
を
待
つ
朝 俵

口
　
益
栄 

   

    

餌
を
漁
り
男
鶴
女
鶴
の
一
、
ニ
舞
っ
て 

幸
を
祈
り
つ
高
く
羽
ば
た
く 

三
宅
　
敏
夫 

玄
海
の
強
風
に
た
え
た
く
ま
し
く 

緑
り
つ
ら
な
る
三
里
松
原 

皆
田
ユ
キ
エ 

  

雪
降
れ
ば
よ
み
が
え
り
来
る
青
春
の
日 

如
何
に
過
ご
す
や
故
里
の
友 

南
里
　
和
昭 

活
け
し
梅
朝
日
の
中
に
膨
ら
み
て 

清
し
き
香
り
部
屋
に
た
だ
よ
う 

阿
部
マ
サ
子 

庭
よ
り
採
り
各
部
屋
に
挿
し
し
水
仙
は 

蕾
な
り
し
に
居
間
よ
り
ひ
ら
く 

原
口
　
一
枝 

十
二
年
生
き
の
あ
か
し
の
日
記
帖 

捨
つ
る
か
否
か
迷
ふ
師
走
日 

稲
田
　
利
子 

     

ピ
カ
ソ
の
絵
俺
も
書
け
る
と
筆
を
と
り 

大
堂
　
圏
治 

一
里
塚
飾
っ
て
新
春
の
酔
い
心
地 

工
藤
　
熊
雄 

一
回
の
ダ
ン
ス
仕
組
ん
だ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト 

山
本
　
雪
鎧 

楽
し
さ
を
重
ね
綴
っ
て
今
日
を
終
え 

中
村
　
ナ
ヲ 

木
綿
間
俳
句
会

一
般
の
人
の
作
品

青
葉
短
歌
会

岡
垣
川
柳
会

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会

成田山に建立
されている『種
田山頭火の句碑』
が20年の年月

を経て、町民の人たちに忘れかけられてい
る現状を憂い、碑の由来を広く町民の人た
ちに知っていただくとともに、山頭火を理
解していただくために、文化展を開催しま
す。
と き 3月7日(金)、8日(土)、9日(日)午前10時から午後4時
ところ 西部公民館
内 容 ○作品・資料展示(3月7日、8日、9日)

山頭火に係わる資料および作品や会員、応援者の作品を展示します。
○講演会(3月9日午後1時から午後3時)
講 師 郷田 豊氏(幹・葦の会顧問、元遠賀郡内中学校校長)
演 題 『成田山の山頭火句碑の由来』
○割りばしによる色紙づくり体験(3月9日)
割りばしを使って山頭火の句を色紙に書く作品づくり

問い合わせ 岡垣町幹・葦の会実行委員会(十時)1283－2459へ

12月24日(火)、岡垣町防犯協会による年末防犯
キャンペーンが行われました。ＪＲ海老津駅前、
海老津ショッピングセンター駐車場、ハローデイ

駐車場、スーパー大栄岡垣店駐車場な
どで、折尾防犯協会連合会により作成
された防犯啓発を呼びかけるチラシと
綿棒・傷テープセット1,000個を家路
につく人や買い物にきた人に手渡し、
防犯意識の高揚を呼びかけました。
このような活動が岡垣町での犯罪の

防止・減少につながればと願っていま
す。

山頭火と
『手作りの文化展』

防犯意識の高揚を!

リサイクル情報《無料であげます》

掲載した品物が欲しい人は、はがきに、
『住所・氏名・電話番号・希望品名』を書
いて提供者へ
3月15日(土)までに応募してください(抽
選)。なお、はずれた人への連絡はいたし
ませんのでご了承ください。

【学習机】
木製の片袖机。まだまだ十分に使えます。
提供者 松田慶子さん(高陽台1丁目20番
1‐102)1283－2738へ
このコーナーに掲載を希望する人は、

ハガキに｢品物(無料に限る)・住所・氏名・
電話番号｣を記入のうえ、広報おかがきへ

参加する人も読む人もみんな友達。このコー
ナーでひとつになって楽しもう。「どくしゃの
私書箱」は、そんな願いを込めた読者のページ
です。
楽しかったこと、悲しかったことから地区の

活動まで、また、イラスト・4コマまんが・俳句・
川柳などの作品もお待ちしています。
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間697-1
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃの私
書箱」係
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名も可）・
年齢・電話番号」をお忘れなく。
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岡垣町公式ホームページアドレス http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

弥生のもよおし・おしらせ弥生のもよおし・おしらせ
や よい

岡垣町公式ホームページアドレス http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 役 場
教育委員会

は 1282―1211
ひとにいい

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

と

き

3
月
19
日(

水)

午
後
1

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

中
間
市
役
所
第
3
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

出
席
者
の
印
鑑

※
出
席
者
は
1
候
補
に
つ
き
、
3

人
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
立
候
補
届
出
書
類
な
ど
の
事
前

審
査

と

き

3
月
24
日(

月)

午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時

と
こ
ろ

中
間
市
役
所
第
3
会
議
室

○
立
候
補
受
付

と

き

4
月
4
日(

金)

午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時

と
こ
ろ

中
間
市
役
所
教
科
書
展

示
室
※
た
だ
し
午
前
11
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
は
中
間
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

【
投
票
日
】

4
月
13
日(

日)

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理

委
員
会
1
2
8
2-

1
2
1
1
へ

勤
務
場
所

町
内
各
小
学
校

勤
務
時
間

午
前
8
時
15
分
か
ら

午
後
4
時
45
分

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

25
歳
か
ら
45
歳
ま
で

の
健
康
な
人

※
調
理
師
免
許
は
不
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

3
月

14
日(

金)

ま
で
に
、
本
人
が
履
歴

書
を
持
参
し
て
、
教
育
総
務
課
学

校
教
育
係
へ

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
日
曜
大

工
的
な
仕
事
が
で
き
る
人
を
待
っ

て
い
ま
す
。

職

種

学
校
校
務
員(

嘱
託
職
員)

○
校
舎
の
戸
締
ま
り
、
開
放
お
よ

び
閉
鎖

○
校
舎
内
外
の
巡
視

○
学
校
施
設
内
の
衛
生
保
持
、
整

理
整
頓
清
掃
な
ど
、
環
境
の
整
備

○
電
気
、
水
道
な
ど
の
管
理
保
全

に
必
要
な
軽
易
作
業

○
文
書
、
物
品
な
ど
の
送
達
お
よ

び
連
絡
な
ど

勤
務
場
所

海
老
津
小
学
校
・
山

田
小
学
校

勤
務
時
間

午
前
9
時
30
分
か
ら

午
後
6
時

期

間

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

※
た
だ
し
、
通
算
5
年
を
限
度
に

更
新
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

2
人

応
募
資
格

町
内
在
住
の
55
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
健
康
で
体
力
の
あ

る
人

応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
3
月
14
日(

金)

ま
で
に
本
人
が
直
接
、
教
育
総
務

課
学
校
教
育
係
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
学
校

教
育
係
へ

経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
が
困
難
な
世
帯(

生
活
保

護
世
帯
を
除
く)

へ
、
学
用
品
費

や
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
世
帯
全
員
の
収

入
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
、

学
期
ご
と
に
就
学
費
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

総
務
課
で
申
請
書
の
交
付
を
受
け
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類

を
添
え
て
、
3
月
18
日(

火)

ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
小
学
校
の
英
会
話
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所

町
内
5
小
学
校

募
集
人
員

2
人

勤
務
内
容

小
学
校
に
お
い
て
英

会
話
教
育
の
支
援

雇
用
期
間

4
月
初
旬
か
ら
平
成

16
年
3
月
31
日
ま
で(

1
人
年
間

百
四
十
日
程
度
の
勤
務)

応
募
資
格

国
の
緊
急
雇
用
対
策

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
現
在
失
業
中
の

人
で
日
常
で
の
英
会
話
が
で
き
、

か
つ
指
導
が
で
き
る
人
。
※
資
格

な
ど
に
つ
い
て
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
ま
た
失
業
中

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

を
添
え
て
3
月
14
日(

金)

ま
で
に

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
学
校

教
育
係
へ

家
具
な
ど
を
再
生
し
展
示
販
売

を
行
い
ま
す
。

受

付

○
3
月
3
日(

月)

か
ら

3
月
8
日(

土)

午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
30
分
○
3
月
9
日(

日)

午

前
9
時
か
ら
11
時
30
分

抽
選
日

3
月
9
日(

日)

午
前
11

時
30
分
か
ら(

当
選
者
に
は
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。)

と
こ
ろ

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ(

中
間
市
垣
生)

品

目

タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
応

接
台
な
ど
、
約
百
五
十
点(

千
円

か
ら
八
千
円
程
度)

搬
出
期
間

当
選
者
決
定
後
か
ら

3
月
15
日(

土)

正
午

※
購
入
品
の
配
達
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
各
自
で
搬
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
間
・

遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
1
2
4

5-

5
3
7
4
へ
※
申
込
用
紙
は

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
12
月
20
日
付
で
、

末
永
委
員
が
任
期
満
了
に
な
り
、

12
月
定
例
議
会
で
柴
山
さ
ん
が

岡
垣
町
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

任

期

平
成
14
年
12
月
21
日

か
ら
平
成
18
年
12
月
20
日

新

任

柴
山

孝
子(

鍋
田

一
丁
目
14
番
4
号)

任
期
満
了

末
永

幸
子

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

(

遠
賀
郡
選
挙
区)

立
候
補
予

定
者
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

学
校
給
食
調
理
員
の

パ
ー
ト
を
募
集
し
ま
す

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

再
生
品
展
示
販
売
のお

知
ら
せ

教
育
総
務
課

ご
存
知
で
す
か

就
学
費
の
援
助
制
度

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

町
内
小
学
校
の
英
会
話

職
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

町
内
小
学
校
の

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

岡
垣
町
教
育
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た
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募
集
期
間
3
月
3
日(

月)

か
ら
11

日(

火)

応
募
方
法

3
月
3
日(

月)

よ
り

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
お

よ
び
東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
県
住
宅
供
給
公
社
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
営
住
宅
管
理
事

務
所
1
6
9
1-

5
9
7
0
へ

岡
垣
町
下
水
道
指
定
工
事
店
規

則
第
13
条
の
規
定
に
よ
り
、
左
記

の
業
者
が
登
録
取
消
し
に
な
り
ま

し
た
。今
後
、各
家
庭
で
下
水
道
工

事(

ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど)

を
す

る
と
き
は
、
同
店
で
は
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

新
興
産
業
株
式
会
社

た
ば
こ
は
全
身
へ
多
く
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
福
岡
県
に
お
い
て

は
年
々
、
気
管
支
炎
や
肺
が
ん
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
禁
煙
は
自
分

の
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
人
へ
の
思
い
や
り
で
も
あ
り
ま

す
。
禁
煙
を
希
望
す
る
人
、
た
ば

こ
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
な
ど

「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と

き

3
月
24
日(

月)

午
後
1

時
30
分

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所

内

容

ビ
デ
オ
上
映
や
講
話
、

た
ば
こ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
対
策

課
1
2
0
1-

4
1
6
4
へ

3
回
目
の
今
年
は
、｢

心
に
光

と
感
動
を
！
岡
垣
か
ら
！｣

。
ご

家
族
・
お
友
達
を
誘
っ
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と

き

3
月
8
日(

土)

午
後
2

時
か
ら
4
時

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

内

容

○
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー

ト(

80
人
の
大
合
唱
と
サ
ム
シ
ン

グ
ブ
ル
ー
の
バ
ン
ド
演
奏)

○
ス

ピ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー(

小
・
中
・

高
・
外
国
人
に
よ
る
意
見
発
表)

○
福
岡
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー
ド
バ
ト

ン(

30
人
で
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

を
繰
り
広
げ
ま
す)

入
場
整
理
券

一
般
七
百
円(

会

員
五
百
円)

問
い
合
わ
せ

岡
垣
国
際
交
流
協

会
事
務
局(

中
央
公
民
館
内)

1
2
8
2-

0
5
4
9
へ

昭
和
62
年
度
か
ら
施
行
し
て
き

た
町
主
体(

発
注)

の
鉱
害
復
旧
工

事
が
、
平
成
15
年
1
月
で
終
了
し

ま
し
た
。
以
降
は
、
ネ
ド(

新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構)

ま
た
は
、(

財)

特
定
鉱
害
復

旧
事
業
セ
ン
タ
ー
が
鉱
害
復
旧
工

事
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
鉱
害
復

旧
工
事
の
申
し
出
は
、
引
き
続
き

建
設
課
管
理
建
築
係
で
受
け
付
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
へ

折
尾
警
察
署
管
内
で
、
平
成
15

年
度
の
無
事
故
・
無
違
反
優
良
運

転
者
表
彰
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
表

彰
申
請
手
続
き
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

資

格

折
尾
交
通
安
全
協
会
会

員
の
人
で
5
年
以
上
ま
た
は
10
年

以
上
、
無
事
故
・
無
違
反
で
継
続

し
て
運
転
中
の
人

表
彰
の
種
類

【
折
尾
交
通
安
全

協
会
長
表
彰
】
5
年
以
上
無
事
故
・

～駅前ぎゃらりー年賀状展 投票発表～～駅前ぎゃらりー年賀状展 投票発表～
今回で5回目になる駅前ぎゃらりー年賀状展に1月16日から2週間、みなさんから寄せられ
た210点の作品が飾られました。個性あふれる、楽しい作品ばかりでした。

駅前ぎゃらりー賞 岡垣記念病院ほほえみ(№119・190)
1位 齋藤広子(№90)
2位 兼崎末奈(№10)・幸八重子(№172)
4位 河村芙美子(№160)
5位 本山 楓(№13)
6位 玉置颯人(№59)・土屋良子(№137)・

宮川社夫(№176)
9位 小森友貴(№15)・楢山正明(№21)・船越桃子(№61)
12位 紫村裕子(№24)・内山サツ子(№43)
14位 岩永理沙(№25)・柳井美菜子(№26)・上村美里(№57)・

田中仁人(№58)・川口愛華(№79)
19位 中西賢覚(№1)・松岡純訓(№62)・小山田治子(№157)・

竹下国雄(№188)
23位 山口由紀(№106)・原ゆかり(№123)・山崎節子(№156)・

渡部京子(№166)・宮村陽子(№189)
28位 宮崎 恵(№8)・田尻智秀(№22)・梅本夕起子(№75)・

樽見千代美(№135)・早野 孝(№147)・萩原 瞳(№162)・
栗林 守(№184)

加来敏恵・右田スミ江・三木野幸枝・脇山 昇・
一江寿賀子・石田順子・小森敏宏・堀冨美子・
門司宮子・松江香織・羽牟キヨ子・近藤真衣・
幸 八重・柳 信子・前田さなえ・尾崎英雄・
清藤浩明・内山賢二・吉留文子・佐藤遥香

たくさんの作品応募や投票、ありがとうござい
ました。人気投票の上位35人と当選者20人には、
岡垣郵便局と岡垣町教育委員会から記念品が贈ら
れます。また、今回新たに駅前ぎゃらりー賞が贈
られることになりました。
「色がきれいで明るい」「希望を感じさせる」「目
にとびこんできた」と、たくさんの声を聞かせて
いただきました。今後とも、駅前ぎゃらりーをど
うぞよろしくお願いします。
※作品(年賀状)の返却を希望する人は、3月28日(金)
までに中央公民館へお願いします。

●人気投票の結果(上位35人) ●抽選の結果(当選者20人)

問い合わせ 中央公民館へ

（敬称略）

県
営
住
宅
管
理
事
務
所

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

建
設
課

町
主
体(

発
注)

の
鉱
害

復
旧
工
事
が
終
了
し
ま
し
た

折
尾
交
通
安
全
協
会

優
良
運
転
者
を

表
彰
し
ま
す

下
水
道
課
業
務
係

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録

取
消
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

岡
垣
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
行
こ
う
!!

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

「
禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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無
違
反
優
良
運
転
者

【
折
尾
警
察
署
長
・
協
会
長
連
盟

表
彰
】
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
優
良
運
転
者

※
過
去
に
同
種
以
上
の
表
彰
者
は

除
か
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
運
転
免

許
証(
裏
・
表)

と
交
通
安
全
協
会

会
員
証
の
コ
ピ
ー

○
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書(

自

動
車
安
全
セ
ン
タ
ー
発
行)

○
申
請
書(

協
会
窓
口
ま
た
は
協

会
各
支
部
で
準
備
さ
れ
て
い
ま
す)

申
請
方
法

3
月
3
日(

月)

か
ら

4
月
2
日(

水)

ま
で
に
交
通
安
全

協
会
ま
た
は
協
会
各
支
部
へ

※
県
以
上
の
優
良
運
転
者
表
彰
申

請
も
同
じ
時
期
か
ら
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

折
尾
交
通
安
全
協

会
1
6
0
1-

1
8
1
8
ま
た
は
、

折
尾
警
察
署
6
9
1-

0
1
1
0
へ

小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
早

春
の
1
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

と

き

3
月
8
日(

土)

午
前
9

時
に
赤
鳥
居(

上
畑)

集
合

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
、
水
筒

問
い
合
わ
せ

登
山
連
盟(

横
矢)

1
2
8
2-

9
2
1
2
へ

平
成
15
年
度 

鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
募
集 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト(

10
回
程
度)

を
鑑
賞

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
感
想
や
意

見
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま
た
、年
間
3
回
の
モ
ニ
タ
ー

会
議
で
情
報
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数

10
人

モ
ニ
タ
ー
期
間

4
月
1
日
か
ら

平
成
16
年
3
月
31
日
ま
で

募
集
期
間

3
月
1
日
か
ら
31
日

応
募
資
格

18
歳
以
上
の
人

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
性
別

⑥
職
業
⑦
電
話
番
号
を
明
記
し
、

応
募
の
動
機
を
一
言
書
き
添
え
て

〒
8
1
1-

4
2
3
3
岡
垣
町
大

字
野
間
6
8
9-

2
岡
垣
サ
ン
リ

ー
ア
イ
モ
ニ
タ
ー
係
へ

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト 

と

き

3
月
14
日(

金)

午
後
6

時
30
分
か
ら
7
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

特
設
会
場

出
演
者

井
戸
裕
美
・
本
田
聖
美

(

ピ
ア
ノ)

曲

目

未
来
へ(

ｋ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ)

他入
場
料

無
料

※
出
演
者
募
集
中
！
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座 

新
規
受
講
生
募
集

◎
医
療
事
務
講
座

と

き

4
月
15
日
か
ら
6
月
19

日
ま
で
の
火
・
木
・
金
曜
日
の
う
ち

計
20
回
午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分

と
こ
ろ

2
0
4
会
議
室

講

師

医
療
事
務
研
究
会
顧
問

講
師

入
会
金

三
千
円(

3
年
間
有
効)

受
講
料

三
万
五
千
七
百
円

維
持
費

二
千
円

教
材
費

一
万
六
千
八
百
円

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具
・

ノ
ー
ト

◎
話
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(

初
級)

と

き

4
月
か
ら
の
第
1
・
3

土
曜
日
午
後
2
時
か
ら
3
時
30
分

と
こ
ろ

2
0
6
会
議
室

講

師

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー

笠
井
三
根
夫

入
会
金

三
千
円(

3
年
間
有
効)

受
講
料

九
千
円(

3
か
月)

維
持
費

六
百
円(

3
か
月)

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具

本
が
好
き
な
小
学
生
の 

　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
!! 

〜
一
日
図
書
館
員
を 

　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜 

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
の

本
の
整
理
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸

し
出
し
、返
却
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

3
月
27
日(

木)

・
28
日

(

金)

午
前
9
時
50
分
か
ら
午
後
2

時
45
分

と
こ
ろ

図
書
館

対

象

岡
垣
町
内
の
小
学
生

定

員

各
4
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。)

申
し
込
み

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

図
書
館
1
2
8
2-

5
5
6
6
へ

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

登
山
連
盟

参
加
し
よ
う
！

城
山
・
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。(

1
月
受
付
分)

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
中
島

道
人

様(

百
合
ヶ
丘)

故

尾
中
ヒ
サ
ヱ

様

92
歳

○
管
原
マ
サ
ヨ

様

(

高

倉)

故

管
原

正

様

89
歳

○
樋
口

誠
一

様

(

内

浦)

故

樋
口

様

82
歳

○
石
橋

希
雄

様

(

高

陽)

故

石
橋
冨
美
子

様

72
歳

○
石
田
江
己
子

様

(

東
黒
山)

故

石
田

次
雄

様

70
歳

○
中
尾
ト
キ
子

様(

百
合
ヶ
丘)

故

中
尾

利
男

様

82
歳

○
占
部

次
義

様

(

新
松
原)

故

占
部
ヨ
シ
エ

様

52
歳

○
吉
村
ミ
エ
子

様

(

鍋

田)

故

吉
村

又
男

様

81
歳

○
石
田

和
雄

様

(

東
黒
山)

故

石
田
ハ
ル
ヱ

様

99
歳

○
吉
永

清
子

様(

新
海
老
津)

故

橋
口
ア
キ
ヱ

様

90
歳

○
千
登
勢
エ
ミ
子
様

(

吉

木)

故

千
登
勢
マ
ル

様

92
歳

○
田
中

育
男

様

(

吉

木)

故

田
中
ア
サ
子

様

85
歳

○
安
部

高
則

様

(

戸

切)

故

安
部
キ
ミ
コ

様

94
歳

○
小
野

郁
男

様

(

東
黒
山)

故

小
野

春
代

様

87
歳

○
森

怜
子

様(

上
海
老
津)

故

森

俊
一

様

72
歳

○
岩
増

裕
一

様

(

南
山
田)

故

岩
増

政
志

様

87
歳

○
矢
野

桂
子

様

(

緑
ヶ
丘)

故

矢
野

富
夫

様

69
歳

○
中
野

文
子

様

(

鍋

田)

故

中
野

巌

様

75
歳

○
山
下
ナ
ミ
子

様

(

野
間
二)

故

山
下

辰
雄

様

75
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
石
田
江
己
子

様

○
小
野

郁
男

様

○
中
尾
ト
キ
子

様

○
岩
増

裕
一

様

○
吉
村
ミ
エ
子

様

○
中
野

文
子

様

○
山
下
ナ
ミ
子

様

○
中
島

道
人

様
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３
月
の
し
尿
収
集
日
程
表

日

小

型

車

大

型

車

小

型

車

人

頭

制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）

従

量

制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）

大

型

車

13456781011121314151718192024252627282931
三
吉
、吉
木

月
２
回
汲
取
り

湯
川
、波
津
、原
、内
浦

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三

吉
、吉
木
、元
松
原
、西
黒

山
、東
黒
山
、糠
塚

月
２
回
汲
取
り

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、

新
海
老
津
、海
老
津
、上
畑

野
間
四
、東
山
田
、高
陽
、東
松

原
、戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老

津
、東
海
老
津
、新
海
老
津
、海
老
津

高
塚
、吉
木
、塚
原

戸
切
、戸
切
百
合
野

波
津
、原
、内
浦
、新
松
原
、手
野
、吉

木
、元
松
原

西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚
、山
田
峠
、西

山
田
、東
山
田
、緑
ヶ
丘
、野
間
一
、百

合
ヶ
丘

新
松
原
、三
吉
団
地
、三
吉

西
山
田
、南
山
田
、茅
原
、高
陽
、新
海

老
津
、東
海
老
津
、野
間
二

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、海

老
津
、上
畑
、野
間
三
、野
間
四

◎
第
9
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

10:

00
〜
19:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
９
回
ビ
ー
ハ
イ
ブ
杯(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00

◎
登
山
連
盟
・
孔
大
寺
神
社
大
祭
と
孔
大
寺
山
登
山(

孔
大
寺
神
社
・
孔
大
寺
山)

8:

00
〜
15:

00

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
町
内
オ
ー
プ
ン
大
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

9:

00
〜
18:

00

◎
第
9
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
文
化
祭
作
品
展
・
芸
能
祭(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

10:

00
〜
17:

00

◎
お
は
な
し
会(
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)
10:

00
〜
11:

00

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)
10:

00
〜
11:

00

◎
4
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:
00
〜
13:

15

◎
7
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:
15
〜
13:

30

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
湯
川
山
め
ぐ
り(

湯
川
山)
8:
30
〜
15:

00

◎
登
山
連
盟
・
城
山
、金
山
ふ
れ
あ
い
登
山(

城
山
・
金
山)
9:
00
〜
15:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
峰
生
会(

藤
扇
峰
生)
」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
柔
道
連
盟
・
第
19
回
少
年
柔
道
大
会(

町
民
武
道
館)

8:

00
〜
17:

00

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
町
長
旗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会(

町
民
体
育
館)
8:

30
〜
17:

00

◎
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
春
季
大
会(

松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

30
〜
14:

00

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
シ
ル
バ
ー
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

9:

00
〜
14:
00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

松
井
歌
謡
教
室)

」(

い
こ
い
の
里)

12:
00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00

◎
健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
2
歳
児
相
談(

い
こ
い
の
里)

初
回
＝
13:

10
〜
13:

30

2
回
目
以
降
＝
13:

00
〜
13:

15

◎
岡
垣
中
学
校
・
岡
垣
東
中
学
校
卒
業
式(

各
中
学
校)

10:

00
〜
12:

00

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
井
戸
裕
美
・
本
田
聖
美(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00

1
（土）

3
（月）
4
（火）

5
（水）

6
（木）
7
（金）

8
（土）

9
（日）

10
（月）

11
（火）

12
（水）

13
（木）

14
（金）

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山

内
浦

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

、海

老
津

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、戸
切
、戸
切
百
合

野
、戸
切
白
谷

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

手
野
、戸
切
、戸
切
百
合
野

糠
塚
、山
田
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋

田
、高
陽
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、海

老
津
、新
海
老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津

新
松
原
、三
吉

三
吉

吉
木

塚
原

海
老
津

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠

塚吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、茅

原
、東
松
原

原
、内
浦
、吉
木

月
２
回
汲
取
り
Ａ

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

三
吉
、吉
木

吉
木
、高
塚

波
津
、原

吉
木
、高
倉
、上
高
倉

上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、西
山
田
、海
老
津
、上

畑
、野
間
一
、野
間
二
、野
間
四
、旭
台

吉
木
、高
塚

茅
原
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間
二
、

野
間
三
、野
間
四
、上
高
倉

湯
川
、波
津
、内
浦
、西
黒
山

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、原
、新

松
原
、三
吉
、元
松
原

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
、内
浦
、

手
野
、西
黒
山
、糠
塚

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、東
山

田
、海
老
津
、新
海
老
津
、上
畑

戸
切
白
谷
、戸
切
、海
老
津
、

上
海
老
津

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東
黒

山
、糠
塚
、海
老
津
、新
海
老

津
、野
間
一
、野
間
四

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠
塚

高
倉
、吉
木
、元
松
原

吉
木

月
２
回
汲
取
り
Ａ

月
２
回
汲
取
り
Ｂ

月
２
回
汲
取
り
Ｃ

2
（日）
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●有料シールを貼付してください。
●大型ごみは自宅まで取りに行きます。
●出せるごみについてはごみの分け方、
出し方をご覧ください。

大型家庭ごみ収集日程
収集日の2日前までに

役場環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。

〔偶数月=可燃性・奇数月=不燃物〕

金

木

木

金

土

土

第
1

第
2

湯川、波津、原、内浦、元松原、
手野、新松原

戸切、戸切白谷、戸切百合野、
上海老津、山田峠、龍王団地

吉木、西黒山、東黒山、高塚

東松原、百合ヶ丘、東海老津、高陽

木

土

第4水

第4木

金第
3

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘

【第4木曜日に変更します】

野間（1、2、3、4）、西山田

海老津、つくし会、上畑、
新海老津

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、
松ヶ台、公園通り

☆３月の納期
●国民年金保険料………………3月分
●保育料…………………………3月分
●町営住宅家賃…………………3月分
●国民健康保険税…………… 10期分

み
ん
な
の
税

み
ん
な
の
く
ら
し

支
え
て
る

諏
訪

絢
香

☆各種相談
●心配ごと相談……
14日(金)｢いこいの里｣･
21日(金)｢東部公民館｣･
28日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:00
●法律相談……
14日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:30
※電話予約が必要です。1283－2940へ

●行政相談……
14日(金)･28日(金)｢いこいの里｣、

13:30～16:00
●特設人権相談……
20日(木)｢東部公民館｣、13:30～16:00
●女性のための悩みごと相談……
18日(火)｢いこいの里｣、10:00～14:00
※電話予約が必要です。1282－1211へ

●教育電話相談（教育委員会内）
1282－4884《毎週月・水・金曜日》

☆休日・夜間の当番医は
遠賀郡消防署 1293－1231へ
その時、診察してもらえる当番医を教
えてくれます

波津、吉木、高塚、戸切百合野

上畑、海老津、百合ヶ丘

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、
三吉団地、原、波津、内浦
糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原
波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、
元松原、西黒山、高倉、上高倉

人頭制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回大型
汲取り収集地区 A（1回目）

B（2回目）

A（1回目）

B（2回目）

C（3回目）

従量制月２回大型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区
従量制月２回小型
汲取り収集地区

し尿収集日程表（月2回汲取り）

三吉、三吉団地、糠塚、山田、
塚原、上高倉、高倉

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り

15
（土）

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
民
謡(

岡
垣
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
平
成
14
年
度
岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
講
演
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

13:

00
〜
15:

00

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
ク
ラ
ブ
内
ミ
ッ
ク
ス
大
会(

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト)

8:

00
〜
15:

00

◎
弓
道
連
盟
・
第
23
回
弓
道
場
創
立
記
念
大
会(

町
民
弓
道
場)

9:

00
〜
17:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流(

西
川
昌
蔵)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
内
浦
・
吉
木
・
海
老
津
・
山
田
・
戸
切
小
学
校
卒
業
式(

各
小
学
校)

10:

00
〜
12:

00

◎
健
康
相
談
・
栄
養
相
談(
い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)
10:

00
〜
11:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
1
歳
6
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:

00
〜
13:

20

祝
・
春
分
の
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
回
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
さ
く
ら
リ
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト(

リ
コ
ー
ダ
ー)
」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

00
〜
19:

00

◎
中
部
・
東
部
保
育
所
卒
園
式(

各
保
育
所)

9:

20
〜
10:
30

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
剣
道
連
盟
・
剣
道
教
室
閉
室
式
、昇
級
審
査
、学
年
別
選
手
権
大
会
、総
会(
町
民
武
道
館)

8:

30
〜
13:

00

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
体
育
協
会
長
杯
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(

町
民
体
育
館
・
岡
垣
中
学
校
体
育
館)

8:

30
〜
17:

00

◎
登
山
連
盟
・
登
山
連
盟
総
会(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
15:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
翠
秀
流(

翠
秀
珠
玉)

」

(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室「
申
込
制
」(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
子
ど
も
の
成
長
、1
年
間
を
振
り
返
ろ
う
」(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

30

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10:

00
〜
12:

00

◎
第
5
回
春
ま
つ
り(

九
州
成
田
山
不
動
寺
境
内)

10:

00
〜
15:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
大
正
琴(

森
ん
子
の
会)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付

16
（日）

17
（月）

18
（火）

19
（水）

20
（木）

21
（金）

22
（土）

23
（日）

24
（月）

25
（火）

26
（水）

27
（木）

28
（金）

29
（土）

30
（日）

31
（月）

駅前ギャラリー
３月上旬
……『水墨画同志会』
３月下旬
……『パッチワーク作品展』



 

と砂浜
はみんなの財

みんな
で ろう 里 原

松と
砂浜はみんなの財産

みんな
で守ろう三里松原

た か ら

21人

94人

135

16,449人(-5)

14,776人(-3)

89人

34人

46

（1月末）

町内の交通事故状況（人身）

救急・火災医療 1月分

事故件数（件）

死亡者数（人）

重傷者数（人）

軽傷者数（人）

遠賀郡消防本部
1293-3921

100
105

0
1

31,225人(-8)

11,107世帯(+1)

16

0

0

19

189

3

13

236

18

1

0

20

178

2

10

219

12月

12月

ホ
ッ
ト
な
話
題

お
待
ち
し

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。

地
名
の
由
来
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▼2月16日(日)に三里松原でボランティア植樹が行われま
した。雨上がりの寒空のなか、200人以上の人が3000本の
松苗木を植えました。
三里松原は玄海国定公園に含まれ、全長は約6キロメー

トルあり、私達を海風から守ってくれています。江戸時代
から多くの人の手厚い保護を受けながら、現在の風景を作
っていきました。
自然は美しいだけでなく、私たちの日常の大切なもの。

そのことを忘れずにいたいものです。「人と自然のやさしい
ハーモニー」のまちである岡垣町のシンボル三里松原。町
民全員で守り、育て、次の世代に引き継ぎたい大切な財産
です。 (村上)

▼先日、1泊2日で温泉とスノボーに行ってきました。スノ
ボー(実はスキーも)初体験の私は、まっすぐ滑れないし、
曲がれない、さらには止まれないなどスノボーの恐ろしさ
を身をもって知る事ができました。最近では、スノボーを
しているときの事故がニュースでもよく騒がれています。
実際に、私が滑った4時間の間にも数人がタンカで運ばれ
ていました。みなさん、スノボーに限らず乗り物に乗ると
きには十分に気を付けてください。
また、この旅行でかなり英気を養う事ができました。こ

れから年度末にかけて忙しい時期になりますが、しっかり
とリフレッシュできたので広報紙作りや他業務をこれまで
以上にがんばりたいと思います。 (三浦)

く
ぬ
ぎ

大
字
山
田
の
小
字
で
、
一
七
八
番
地

か
ら
二
四
八
番
地
の
範
囲
。
県
道
岡
垣
・

宗
像
線(

旧
国
道)

が
、
ほ
ぼ
中
央
を
東
西

に
横
断
し
て
い
る
。
県
道
の
北
側
は
、
昭

和
四
〇
年
頃
ま
で
一
面
の
水
田
だ
っ
た
が
、

高
陽
炭
鉱
の
ボ
タ
山
の
土
砂
で
埋
め
立
て

ら
れ
宅
地
に
変へ
ん

貌ぼ
う

し
た
。
南
側
の
丘
陵
地

も
同
時
期
の
団
地
造
成
で
次
々
に
宅
地
と

な
り
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、

の
読
み
方
が
問
題
で
あ
る
。

カ
シ
ワ
と
読
ん
で
も
、
ク
ヌ
ギ
と
読
ま
な

い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
戸
切
区
に

原(

ク
ヌ
ギ
バ
ル)

と
呼
ば
れ
る
集
落
が

あ
る
か
ら
、
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
誤
字

や
発
音
変
化
と
、
簡
単
に
片
付
け
る
訳
に

も
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

地
名
の
用
例
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

山
田
の

は
、
明
治
十
五
年
の
内
務
省

の
調
査
記
録
に｢

ク
ヌ
ギ｣

と
あ
り
、
同
時
期
の

字
限
図(

字
図)

に
は
、｢

｣

と｢

ク
ヌ
ギ｣

の
標
記
が
あ
る
。
字
限
図
は
、
地
租
改
正

に
伴
い
土
地
に
地
番
を
付
け
た
時
に
作
成

さ
れ
た
地
図
で
、
土
地
台
帳
付
属
地
図
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
一
枚
毎
に
題
字
と
し
て

字
何
々
と
墨
書
き
さ
れ
、
数
十
枚
を
綴と

じ

た
最
後
に
地
元
代
表
が
署
名
捺
印
し
た
も

の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
い
だ

諸
帳
簿
や
地
図
を
確
認
し
な
が
ら
作
製
し

て
い
る
か
ら
、
字
名
の
誤
記
は
考
え
ら
れ

な
い
。

戸
切
の

原
は
、
福
岡
藩
の
国
学
者
・

青
柳
種
信
が
著
し
た
『
筑
前
国
続
し
ょ
く

風
土
記

拾し
ゅ
う

遺い

』
に
、
戸
切
村
の
枝
村｢

原｣

と
記

さ
れ
て
い
る
。
種
信
が
調
査
の
た
め
遠
賀

郡
を
見
聞
し
た
の
は
、
文
政
四
年(

一
八

ニ
一)

十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
十
五

年
の
内
務
省
調
査
記
録
は
、｢
ク
ヌ
キ

原｣

、
字

限
図
は｢

原｣

で
あ
る
。
集
落
地
名
の
誤

記
や
変
更
は
、
藩
政
上
の
大
問
題
で
あ
る

か
ら
、
容
易
に
変
化
す
る
こ
と
は
無
い
。

発
音
も
ク
ヌ
ギ
バ・
ラ・
か
ら
ク
ヌ
ギ
バ・
ル・
に

変
わ
る
く
ら
い
で
、
カ
シ
ワ
が
ク
ヌ
ギ
に

変
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
断
じ
て
無
い

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
両
所
と
も
江
戸
時
代
か
ら

を
ク
ヌ
ギ
と
読
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
語
源
は
不
明
で
あ
る
。
そ

こ
で
、『
大
漢
和
辞
典
』(

諸
橋
轍
次
著)

を

引
く
と
、
ク
ヌ
ギ
と
読
む
漢
字
が
八
例
あ

る
が

は
無
い
。
カ
シ
ワ
を
引
く
と
、
四

例
の
一
つ
に

が
あ
る
。

は
、
音
読
で

カ
イ
・
ゲ
、
字
義
は
①
ま
つ
や
に
。
松
脂
。

②
木
の
名
。
や
ど
り
木
。
訓
読
は
、
か
し

わ
。
槲
の
誤
用
。
字
形
の
似
た
る
に
よ
っ

て
誤
る
。
と
あ
る
。

大
漢
和
辞
典
は
、

を
カ
シ
ワ
と
読
み
、

ク
ヌ
ギ
と
は
読
ま
な
い
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
万
事
休
す
と
思
え
た
が
、
唯
一
の

事
例
を
発
見
し
た
。

『
和
漢
三
才
圖
會
』に
漢
文
で
の
記
載
が

あ
る
。
要
約
す
る
と
、｢

木
、
葉
は
樫か
し

の
木
に
似
て
、
そ
の
子
は
栗
に
似
る
、
俗

に
団ど
ん

栗ぐ
り

と
呼
ぶ
。
そ
の
材
は

薪し
ん

炭た
ん

に
良
く
、
攝せ
っ

州し
ゅ
う

池
田
炭

の
多
く
は

也
。｣

と
し
、
筑

後
国
の
ク
ヌ
ギ
の
大
木
の
逸

話
を
紹
介
し
て
い
る
。
ク
ヌ

ギ
材
を
用
い
る
池
田
炭
は
有

名
で
、
樹
高
が
九
百
七
十
丈じ
ょ
う

も
あ
る
ク
ヌ
ギ
の
巨
木
の
話

も
古
代
逸
話
と
し
て
世
に
知

ら
れ
た
話
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

和
漢
三
才
圖
會
が

を
ク
ヌ

ギ
と
読
ま
せ
て
い
る
こ
と
は
、

明
ら
か
で
あ
る
。

山
田
の

や
戸
切
の

原
は
、

特
異
な
事
例
と
考
え
る
よ
り
、

を
ク
ヌ
ギ
と
読
ま
せ
る
貴

重
な
証
明
と
な
る
の
で
あ
る
。

羽
山

健
一


